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序章 はじめに 

 

１．計画策定の趣旨 

  本市は、北東北の交通の要衝として発展してきた都市インフラに加え、秋田犬、比内鶏

など６つの国指定天然記念物、多数の温泉資源、忠犬ハチ公のふるさととしての知名度、

きりたんぽや曲げわっぱ、比内地鶏などの優れた物産品、さらに周囲には、十和田八幡平

国立公園、世界遺産白神山地など全国有数の景勝地が控えるなど、観光のポテンシャルに

は高いものがあります。 

  近年、観光をとりまく動向が大きく変化する中、本市の有する資源を磨き上げながら、

最大限に活用するための戦略を組み立て、それを推進していくための基本とするため、本

計画を策定するものです。 

 

２．計画の性格 

  本計画は、「大館市総合計画」を受ける観光部門の基本計画であり、観光施策の指針とな

るものです。また、観光関連団体や民間事業者、市民が、本計画の方向性を共有し、観光

振興に向け自主的、積極的な参加を期待するものです。 

 

３．計画の期間 

  計画開始年次：平成 22 年 

  計画目標年次：平成 31 年 

 

４．計画の数値目標 

  管内宿泊施設への宿泊者数 

   平成 21 年実績 155 千人 

   平成 31 年目標値 200 千人 


